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うららかな日差しが心地よい今日この頃ではありますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？
今月のSawamoto Dental OfficeNewsでは子ども歯ブラシの選び方とフッ素の使用について
特集してまいります。
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フッ素とは、

１．歯を強くする（酸で溶けにくくなる）
２．初期のむし歯を治す（再石灰化を促す）
３．むし歯菌が酸を作るのを抑える
などの虫歯予防に大変効果的だと考えられています。

しかし、濃度の高いフッ素を大量に飲み込んだりすると、人間の体には有害ですのでフッ素の濃度をチェックして、年齢
にあわせて選びましょう。

フッ素の濃度はｐｐｍという単位で表示されています。これは、１００万分の１の割合を表す単位であり、
１ｐｐｍは１ｋｇあるいは１リットルあたり１ｍｇのフッ化物を含んでいることを示しています。
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詳しいフッ素の使い方などは、当院
スタッフへお気軽にご相談ください。

また、フッ素だけでは虫歯予防は

できません。日ごろの歯磨きや定期
的なメインテナンスを受けて綺麗な
お口を保っていきましょう。


